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ABSTRACT 

 

The current waterfront district has multiple urban function. The waterfront district has a favorable 

environment and a peculiar potential. The waterfront development utilizing these is very important in urban 

planning for the future. The purpose of this research is to clarify change of the district by waterfront 

development in Kobe-Harborland district. For that purpose, we organized the formation process and the 

accumulative tendency of the district. We confirmed that the target district was improved urban functions 

along with the development and that the district became invigorating. In addition, we confirmed that the 

district was crowded immediately after development, but after that transitions of facilities increased, and it 

became sluggish. It was possible to clarify transitions of facilities and transitions of related indices to the 

formation of districts, and to image the transition of the accumulative tendency.  
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1. はじめに 

1.1 研究の背景および目的  我が国は島国ということ

もあり，昔から我々の生活と海は密接な関係にあった．

ウォーターフロント地区は第二次産業の発展により物

流体系の構築をメインとした港湾機能に特化していた

が，1981 年の「ポートアイランド」を皮切りに「神戸

ハーバーランド」，「みなとみらい 21」，現在もプロジ

ェクトが進行中である「東京臨海副都心」など数々の

ウォーターフロント開発が行われている．現在のウォ

ーターフロント地区は，災害や国土の保全などの国民

の安全・安心確保への貢献，自然環境に配慮した良好

な港湾環境の形成，商業や居住，レクリエーションな

どの複合的都市機能を有している．ウォーターフロン

ト地区が持つ恵まれた環境，独特の開発ポテンシャル

を活かしたウォーターフロント開発は将来にわたって 
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都市計画の上でも非常に重要といえる． 

本研究では，神戸ハーバーランド地区を対象に，地

区の開発から現在までの変化を明らかにする．そこで，

まず，調査対象地区の形成過程を施設の開店・撤退の

状況や神戸市の基本計画等を整理する．次に，地区の

形成に寄与する指標を用いて，神戸ハーバーランドの

開発が始まった時期からこれまでの統計データを整理

することにより，ウォーターフロント地区の集積性の

変化についてまとめ，今後のウォーターフロント地区

について考察する． 

1.2 本研究の位置づけ  本田ら(1)はウォーターフロ

ント開発が周辺地域に与える影響，変化を経年的な建

物更新状況を見ることで把握した．また，風見ら(2)は

ウォーターフロント開発による好ましくない影響，変

化について地域住民に意識調査を行い，ウォーターフ

ロント開発の問題点を指摘している．前者の研究では

建物，後者の研究では住民意識という定めた 1 つ視点

からウォーターフロント地区の変化を見ている．これ
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を踏まえ本研究では，ウォーターフロント開発地区を

歴史的変遷と統計データの両視点から変化を明らかと

する． 

1.3 日本のウォーターフロント開発の動向  ウォーター

フロントとは，広義には「海，川，湖沼などに面した

水辺空間」を意味する．苦瀬ら(3)は自然的な特性だけ

ではなく，そこにある歴史や文化や居住する人々の活

動も重要であると考え，「ウォーターフロントとは，

人々が活動を行うときに利用できる水際線近傍の陸域

と水域を合わせた空間」と定義している． 

かつて我が国のウォーターフロント地区は石油化学，

製鉄などの製造業や輸出入の物流拠点など工業地帯と

して限られた用途でのみ使われてきた．しかし，1970

年代頃からウォーターフロント地区は過密化していた

都市の新たな開発地区として注目され始め，日本各地

で開発により複合的な用途で利用される地区に変化し

ていった．とりわけ，神戸港は我が国のウォーターフ

ロント開発の先駆けと言われ，1960 年代からポートア

イランド，六甲アイランドやメリケンパークなどの開

発が行われ，その後も神戸ハーバーランド，HAT 神戸

などの複合機能を導入したウォーターフロント開発が 

積極的に行われて，近年でも整備が続いている． 

 

  

図 1 神戸港の発展過程 

 

図 2 研究対象地域(5) 

 

2. 研究対象地区の概要 

本研究では，神戸港のハーバーランド地区（以下，

神戸ハーバーランド地区）を対象とし，2013 年に開店

した大型商業施設「神戸ハーバーランド umie」を中心

に 400m 圏内域で，範囲の形状が円形に近い形になる

ような範囲の町丁目を調査対象地区に設定する．よっ

て，神戸市中央区の相生町 1 丁目，相生町 2 丁目，相

生町 3 丁目，海岸通 6 丁目，  栄町 6 丁目，東川崎町

1 丁目，弁天町を研究対象とする． 

図 1は 1868年以降の神戸港の埋立による発展過程で

ある(4)．神戸港は 1868 年の開港以来，我が国を代表と

する国際貿易港として拡大・発展するとともに，市民

の生活基盤としても重要な役割を担ってきた．神戸ハ

ーバーランド地区は，1992 年にウォーターフロント開

発により街開きされた地区であり，メリケンパークや

HAT 神戸など海岸の一部の港湾地区とともに，親水機

能，商業機能，居住機能等を導入した再整備が進めら

れてきた．これらの地区はいずれも神戸の「みなとま

ち」というイメージに大きく関わっている．また，ウ

ォーターフロントと都心が隣接しており，他地域には

ない都市計画上恵まれた環境を有している（図 2）． 
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3.1 対象地区の歴史的変遷  研究対象地区の歴史的

変遷を整理するにあたり，調査期間は統計資料の調査

年の関係等も踏まえ，神戸ハーバーランド地区の再開

発事業が着手された 1985 年から 2015 年までとする． 

まず，調査期間において，神戸市の総合基本計画や

主要施設の開店・撤退の変遷をまとめ，表 1 に整理し

た．次に，整理した内容から，1985 年から 2015 年ま

での期間を， 神戸ハーバーランド地区の開発・運営の

側面から「開発期」，「初期」，「低迷期」，「転換期」の

4 つに区分できる．以降では，これら各期間について

考察していく． 

ⅰ）ハーバーランド開発期(1985～1992 年)   

   神戸臨港線旧国鉄の湊川貨物駅は，鉄道貨物輸 

  送事業縮小により 1982 年に貨物駅としての機能 

  を停止した．その後，1984 年に神戸市がその跡地 

  とその周辺の土地を買収し，再開発計画が始まっ 

  た．その翌年から事業が始まり，8 年という短い 

  期間ながらも事業は成功し，「神戸ハーバーラン 

  ド」という名称で街開きした．同時に，複数の商 

  業施設が開店し，大規模な商業地域として街開き 

  した．また，街開きに向け，集合住宅，小学校， 

  公園などのさまざまな都市機能も整備された．                 

   以上より，ウォーターフロント開発地区整備が 

  進められた 1992 年までは，「開発期」と考えられ 

  る． 

ⅱ）ハーバーランド初期(1993～2000 年)   

   街開き当初は，神戸の新しい観光スポットとし 

  て賑わいを見せていた(6)．しかし，1990 年代はバ 

  ブル経済後の不況であったことから街の賑わいは 

  続かず，街開きから 2 年後の 1994 年に神戸西武百 

  貨店が業績不振を理由に撤退した．そして，1995 

  年の 1 月には阪神淡路大震災で被災した．しかし， 

  都心の三宮に比べ被害が少なかったため，他地域 

  に比べ早い復興を見せた．これが震災後の集客力 

  を伸ばすことに繋がった．しかし，元々都心であ 

  った三宮が震災から復興していくに連れて集客力 

  も低迷していった． 

   以上より，1993～2000 年は 1995 年に震災や世 

  界の経済情勢の変化があったものの，「初期」と考 

  えられる． 

ⅲ）ハーバーランド低迷期（2001～2011 年）   

   徐々に賑わいが薄れていっていた中，2001 年に 

  神戸市営地下鉄海岸線ハーバーランド駅が開通し 

  た．しかし，対象地区内の店舗の業績は低迷して 

  いき，この 10 年間で主要施設のうち開店した施設 

  が 8 施設，撤退した施設が 7 施設と入れ替わりが 

  激しくなった． 地区が衰退するなか，2005 年に 

  ハーバーランド地区を含む地域を「都心ウォータ 

  ーフロント」と定め，みなとの賑わいを生み出す 

  空間とするための指針として策定された「みなと 

  神戸―いきいきプラン」や 2011 年に都心ウォータ 

  ーフロントの描いたものである「『港都 神戸』グ 

  ランドデザイン」(5)が策定されるなど，都市計画 

  の上では重要なエリアと位置付けられていた。 

   以上より，多くの店舗の撤退が相次ぎ，将来構 

  想計画が進められた 2001～2011 年は「低迷期」と 

  考えられる． 

ⅳ）ハーバーランド転換期（2012 年～2015 年）      

   ハーバーランドの街開きした 1992 年から 20 年 

  間業績が振るわないにも関わらず営業を続けてい 

  た神戸阪急が賃貸借契約の切れる 2012 年に撤退 

  した．そして，翌年の 2013 年 4 月に元神戸阪急， 

  Ha・Re，モザイクの 3 つの商業施設の名称を統合 

  し，一部店舗を入れ替え，神戸ハーバーランド umie 

  （以下，umie）がリニューアルオープンした．そ 

  の翌年の 2014年 4月までの年間来場者数は予想の  

  1.2 倍に達した(7)．さらに，2015 年にハーバーラ 

  ンド周辺に相次いでタワーマンションが竣工され， 

住居機能も向上した．2012 年には「神戸都心西部

 

表 1 対象地区の形成過程と計画の変遷 

基本構想 基本計画 関連計画
旧国鉄湊川貨物駅が機能停止 1982 11

旧国鉄湊川貨物駅跡地の愛称募集→「ハーバーランド」に決定 1984 10
再開発に着手 1985 10

1986
煉瓦倉庫レストラン開店 1990 9

神戸ハーバーランド街開き 1992 9
　　　　　　神戸西武百貨店，ダイエーハーバーランドシティ，

デュオ神戸，オーガスプラザ，阪急百貨店，モザイク開店 10
神戸クリスタルタワー竣工 1993 9

ハウジングデザインセンター(HDC)神戸開店 1994 7
神戸西武百貨店が業績不振により撤退 12

阪神・淡路大震災被災により各商業施設が一時営業休止 1995 1

10

モザイクガーデン開店 12

神戸ハーバーサーカス開店 1996 4

神戸新聞松方ホール，エコール・マリン開店 9

神戸市営地下鉄海岸線「ハーバーランド駅」開通 2001 7

テナントの相次ぐ流出により，神戸ハーバーランドサーカスが撤退 2004 3

プロメナ神戸開店 11

ビーズキス開店 12

2005 2 「みなと神戸-いきいきプラン」策定

6 「神戸2010ビジョン」策定

「中央区・中期計画」策定

2006 2 「神戸港港湾計画」策定

Ha・Re開店 2007 3

8 都市景観形成地域に指定

ファミリオ(familio）開店 2008 4

ファミリオ事実上の閉鎖 2011 1

2 「神戸2015ビジョン」策定

「神戸づくりの指針」策定

「中央区計画（2011-2015）」策定

3

神戸阪急撤退 2012 3 「神戸都心西部地区都市再生整備計画」策定

2013 3 「神戸ハーバーランド地区都市再生整備計画」策定

神戸ハーバーランドumie開店 4

神戸アンパンマンこどもミュージアム＆モール開店

2014 8

2015 9 「神戸の都心の未来の姿 [将来ビジョン]」策定

期間

「『港都　神戸』グランドデザイン

～都心・ウォーターフロントの将来構想～」策定

③
低
迷
期

④

転
換

期

第5次神戸市
基本計画

(2011年策定)

①
開

発
期

②

初
期

第4次神戸市
基本計画

(1995年策定)

「神戸都心・
ウォーターフロント地区都市再生整備計画」策定

対象地域の主要施設の開店・撤退の変遷
総合基本計画

人間都市神戸
の基本計画
(1976年策定)人間都市神戸

の基本構想

(1974～1993)
人間都市神戸
の基本計画

（改定）
（1986年策定)

新・神戸市基
本構想

(1993～)

年代 月
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  も低迷していった． 

   以上より，1993～2000 年は 1995 年に震災や世 
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ⅲ）ハーバーランド低迷期（2001～2011 年）   
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表 1 対象地区の形成過程と計画の変遷 

基本構想 基本計画 関連計画
旧国鉄湊川貨物駅が機能停止 1982 11

旧国鉄湊川貨物駅跡地の愛称募集→「ハーバーランド」に決定 1984 10
再開発に着手 1985 10

1986
煉瓦倉庫レストラン開店 1990 9

神戸ハーバーランド街開き 1992 9
　　　　　　神戸西武百貨店，ダイエーハーバーランドシティ，

デュオ神戸，オーガスプラザ，阪急百貨店，モザイク開店 10
神戸クリスタルタワー竣工 1993 9

ハウジングデザインセンター(HDC)神戸開店 1994 7
神戸西武百貨店が業績不振により撤退 12

阪神・淡路大震災被災により各商業施設が一時営業休止 1995 1

10

モザイクガーデン開店 12

神戸ハーバーサーカス開店 1996 4

神戸新聞松方ホール，エコール・マリン開店 9

神戸市営地下鉄海岸線「ハーバーランド駅」開通 2001 7

テナントの相次ぐ流出により，神戸ハーバーランドサーカスが撤退 2004 3

プロメナ神戸開店 11

ビーズキス開店 12

2005 2 「みなと神戸-いきいきプラン」策定

6 「神戸2010ビジョン」策定

「中央区・中期計画」策定

2006 2 「神戸港港湾計画」策定

Ha・Re開店 2007 3

8 都市景観形成地域に指定

ファミリオ(familio）開店 2008 4

ファミリオ事実上の閉鎖 2011 1

2 「神戸2015ビジョン」策定

「神戸づくりの指針」策定

「中央区計画（2011-2015）」策定

3

神戸阪急撤退 2012 3 「神戸都心西部地区都市再生整備計画」策定

2013 3 「神戸ハーバーランド地区都市再生整備計画」策定

神戸ハーバーランドumie開店 4

神戸アンパンマンこどもミュージアム＆モール開店

2014 8

2015 9 「神戸の都心の未来の姿 [将来ビジョン]」策定

期間

「『港都　神戸』グランドデザイン

～都心・ウォーターフロントの将来構想～」策定

③
低
迷
期

④

転
換

期

第5次神戸市
基本計画

(2011年策定)

①
開

発
期

②

初
期

第4次神戸市
基本計画

(1995年策定)

「神戸都心・
ウォーターフロント地区都市再生整備計画」策定

対象地域の主要施設の開店・撤退の変遷
総合基本計画

人間都市神戸
の基本計画
(1976年策定)人間都市神戸

の基本構想

(1974～1993)
人間都市神戸
の基本計画

（改定）
（1986年策定)

新・神戸市基
本構想

(1993～)

年代 月
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  地区都市再生整備計画」，2013年に「神戸ハーバ 

  ーランド地区都市再生整備計画」，2014年に「神   

  戸都心・ウォーターフロント地区都市再生整備計 

画」が策定され，ハーバーランド地区を含む区域 

  の今後の整備方針が設定された. 

   以上より，2012～2015 年は「転換期」と考え    

   られる． 

3.2 対象地区の主要施設の入れ替わり  上述した各

期間の主要施設の入れ替わりを図 3 に整理する．図か

ら，ⅰ）開発期は地区全体に開店，ⅱ）初期は撤退し

た施設も見られるものの開発期と同様，地区全体に開

店している．ⅲ）低迷期になると，撤退する施設が目

立ち，特に現在ハーバーセンターとなっているビルは

開店と撤退の入れ替わりが頻繁に繰り返された．そし 

て，ⅳ）転換期以降は，umie の開店に伴う撤退は見ら 

れるものの，その他の施設はまだ撤退していない状況

にある． 

 

4. 人口・産業・交通の変化 

 対象地区に寄与する影響要因として，人口， 産業，

交通に関わる指標を抽出し，対象機関である 30 年間の 

データを丁目に関わる指標を抽出し，対象期間である 30 

年間のデータを整理する．なお，データの制約上，まずは

町丁目で収集可能なデータを整理することとしている． 

 

 

図 3 ハーバーランド地区内の主要施設の入れ替わり

 

ⅰ）開発期：～1992年 

 

ⅱ）初期：1993～2000 年 

 

ⅲ）低迷期：2001～2011 年 

 

ⅳ）転換期：2012～2015年 

 

図－3 ハーバーランドの主要施設の入れ替わり 
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図 4 人口（人口の推移） 
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図 5 産業（事業所数の推移） 
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図 6 交通（年間乗降客数の推移） 

 

4.1 人口  図 4 は，対象地区の人口の推移と神戸市，神

戸市中央区及び対象地区の人口の変化率の推移を示し

ている．なお変化率は，2015 年の人口を 100％として，そ

れに対する各年の人口の変化を示したものである．図 4 よ

り，1985 年から 1990 年に人口が急激に増加し，その

後はやや減少傾向であったが 2010 年から 2015 年にか

けて再び人口が急激に増加している．前章で述べたが，

これは再開発やマンション建設による人口増加と推察

できる． 

4.2 産業  全産業の事業所数を産業のデータとし，収

集・整理した．図 5 は，対象地区の事業所数の推移と

神戸市，神戸市中央区及び対象地区の事業所数の変化

率の推移を示している．なお変化率は，2014 年の事業

所数を 100％として，図 4 同様それに対する各年の事

業所数の変化を示したものである．図 5 より，神戸市

の事業所数の推移は，1986 年当時は 2014 年比の 1.6 倍

であり，2009 年以降に急激に減少した．これに対し，

対象地区では 1991 年から 1996 年に急増しており，そ

れ以降は増減を繰り返し，2014 年には開発当初に比べ

2.6 倍となっている．  

4.3 交通  交通のデータは，対象地区内の JR 西日本

神戸駅，神戸市営地下鉄海岸線ハーバーランド駅の年

間乗降客数を調査した．図 6 より，神戸駅は，1987 年

以降 1995 年まで減少することなく増加してきた．その

後は，微増減を繰り返し，近年の乗降客数は安定して

いる．ハーバーランド駅は，開通以降は 2015 年まで目

立った減少はなく，増加傾向にある． 

 

5. 地区の集積性の変遷 

 前章までの結果から，対象地区の地区集積性につい 

て考察する．図 7 より，対象地区は，開発以前は人口 

も事業所数も少なかったが，開発に伴い都市機能の整 

備が進み，地区全体が活性化していった．開発直後は， 

阪神淡路大震災に被災したが，その影響がほとんど見 

られないほど，開発の影響を受けていた．その後は， 

主要施設の入れ替わりも激しくなり低迷していること 

が推察できる．対象地区は開発から現在まで紆余曲折 

を繰り返し，変化してきた． 
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図 7 地区集積性の変化のイメージ図 
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図 5 産業（事業所数の推移） 
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近年は，umieのオープンやタワーマンション建設な 

どを契機に，人口や事業所数も増加しており，地区内 

の人や施設などの集積が見られるほか，隣接のメリケ 

ンパークの整備が進むなど，神戸港全体で地域を活性 

化させるための取り組みが実施されている. 

 

6．まとめ 

本研究は，神戸ハーバーランド地区を対象に，地区

の開発から現在までの施設の開店・撤退の変遷と人口， 

産業，交通の変化を明らかにし，地区集積性の変化の

イメージを描くことができた．今後，ハーバーランド

地区をはじめ，ウォーターフロントの整備や活用につ

いては，新たな変化を繰り返しながら持続させること

が必要であり，他の地区事例も踏まえて整理する必要

がある． 

また，本研究においては，長期間一定の水準で，か

つ，町丁目で収集できる情報を得ることに限界があり，

今後の研究において情報収集の課題が残された． 
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交通結節駅におけるサードプレイスの現状 
 

塩川大哉*   小塚みすず**  

 

Present Situation of the Third Place in Railroad Station  

as a Function of Transport Nodes 

 

Hiroya SHIOKAWA*    Misuzu KOZUKA**  

 

ABSTRACT 

 

People significantly gather around railway station as functions of transport node. Crowded place makes a person 

who is in there feel that time is fast and gives tiredness the person. Such space needs comfortable places, so 

development of “The Third Place” is one of problems that railway station has in the future. In this study, it 

is assumed that the third place will be focused in shopping area within a train station in the future, and the 

purpose of this study is to grasp current situation of the third place in railway station as functions of transport 

node that some persons and facilities are gathered. We think that this study will lead to development of railway 

station in the future. From a survey, we grasped number of stores of the third place and confirmed that it was 

correlation with the number of passengers. Besides, we confirmed that there were differences of each category 

of stores between applications of utilization and crowded time.  

 

Keywords : the third place, railway station as functions of transport node, crowded time, AHP 

 

1. はじめに 

近年，高度経済成長期を遂げた我が国では，自動車

を中心とするモータリゼーションの進展に伴い，市街

地は無秩序に拡大し，中心市街地の衰退やモビリティ

に地域的格差が生まれるなど様々な障害を生み出して

きている．今後，駅間を交通ネットワークで結び，無

秩序に拡大した市街地をコンパクトに集約させるとと

もに，モータリゼーションの進展を防ぐことを目指し

て，鉄道駅に都市の機能を集約させた，「コンパクトシ

ティ政策」や「公共交通指向型開発」の展開により，通

勤・通学，観光客などによる人の集散がより一層増す

ことが予想される．特に乗り換えに用いられる鉄道駅，

つまり交通結節機能を有する鉄道駅(注 1)においては人

の集散が著しいと考えられる．また，周囲の人の動き

が速い空間では，そこに居る人に時の流れを早く感じ

させるとともに疲労感を与える．このような空間には

ゆっくりと休憩できる場所が必要であり，それらのス

ペース，つまり「サードプレイス(注 2)」の創出はこれか

らの鉄道駅の課題であると言える．しかし，サードプ

レイスを取り上げた既往研究は少なく，例えば「駅ナ

カ」をキーワードとした既往研究には，駅ナカ店舗の

立地実態に関する研究(1)や，駅ナカのカフェにおける

使われ方に関する研究(2)などが挙げられる．また，駅以

外で見ると，店舗の場所と利用者の行動の関係に関す

る研究(3)などが見られた．しかし，これらは施設利用の

側面からの研究であり，対象が限定されている．本研

究は駅ナカ開発が今後期待される JR 西日本を対象と

した点や特に人の集積が著しいと考えられる交通結節

機能を有する鉄道駅を対象とした点に大きな特徴を有

しており，本研究は今後の鉄道駅開発において必要な

知見の一つとして役立つと考えられる． 

鉄道各社が駅ナカ事業に力を入れ始めたのは 2000

年に入ってからであり，特に JR 西日本は新大阪駅の改

良や明石駅の開発事業など，近年，駅開発が進んでき

ている．今後，駅ナカ開発が期待される JR 西日本の鉄

道駅に焦点を当て，現地調査およびアンケート調査に

よりサードプレイスの現状を把握することを目的とす

る．なお，本研究では，サードプレイスの基礎的な店

舗であるカフェや書店などを調査の対象としている． 
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